
 
 

  

 
  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■H27 年１２月１０日現在の就職概況
祝 就職内定率年内１００％達成 

・民間就職（管内）   ４６名 

・民間就職（県内）    ５名  

・民間就職（県外）   ２５名 

・公務員         ３名 

合  計        ７９名 

☆管内       58％ 

☆管内＋県内 64％ 
            (就職生徒 79 名に対する割合) 

■H27 年１２月１０日現在の進学概況 
※センター試験受験者数  ４９名 

・国公立大学合格      ７名 

・国公立短期大学合格    ０名 

・私立大学合格         ３名 

・私立短期大学合格      ６名 

・医療系専門学校合格      ８名 

・その他専門･各種学校合格１２名 

合格者数合計           ３６名 

※卒業予定者数 173 名 

理 想 の 翼 
千厩高校［質実剛健・文武両道］校報 

 校章のデザインは、桑葉に生糸を配したものである。桑樹は、生命力が旺盛にして強靱、生糸は、純粋

無垢、優美高尚の象徴である。即ち、本校の礎が堅固であり、絶えず進展、躍動する青春を意味する。 
2015 年 12 月 22 日 No.09(12 月号)   岩手県立千厩高等学校 校報(発行者 校長) 

本校の「キャリア教育」に係る特徴的かつ具体的な取り組みは以下のとおりである。 

１ 新聞記事を活用した教育実践（ＮＩＥ）の取り組み 

   全学年全学科で、毎朝各教室でその日の朝刊が閲覧可能であり、新聞を活用した授業も実施している。平成１７年度に試行、平成１８年度より本格実施、今年

（平成２７年）で１０年目となる。 

２ 職業インタビュー体験 

    普通科の１学年全員を対象に数人ずつのグループを編成、生徒が調査対象を選定し電話によるアポイントをとり、後日訪問インタビューを実施。実施後は各グ

ループが報告書を提出し、壁新聞形式に編集した後文化祭で展示発表を行っている。 

３ 農家体験実習 

（１）農家体験：生産科学コース２年が対象で、                              総計２０時間の見学と体験を実施 

（２）現場実習：生産科学コース２年が対象で、                              優良農家での２日間の収穫・出荷実習を実施 

（３）東京大田市場・花き市場見学：東京での                               市場見学を２日間実施 

４ インターンシップ（就業体験） 

 産業技術科２学年全員が対象で、管内事業                               所において連続３日間実施している。 

５ 専門学科の特色を活かした活動 

【生産技術科】 

（１）町内の子羊幼稚園との交流学習：さつまいもの苗植えと収穫を、校内農場で年２回実施している。 

（２）知的障がい者更生施設「ふじの実学園」での交流体験学習：ドライフラワー作りを活用した施設利用者との交流で、年３回実施している。  

（３）スウィーツ開発プロジェクト：地元千厩町商店街との協働によるスウィーツの試作活動で、千厩町のイベント時に試食配付やアンケート調査を行うなど、ス

ウィーツ開発をベースに地域活性化を図ることを目的としたすばらしい取り組みの一つである。 

【産業技術科】 

（１）アイディアロボット大会への参加：課題研究におけるロボット製作の取り組みである。大会ごとに提示されるテーマに従いロボットを製作することで問題解

決力を養い、メンバーが協力しながら製作し競技に臨む。平成２６年度県大会３位の成績で全国大会に出場した。尚、本校は過去に全国大会優勝２回の実績が

ある。 

（２）資格取得の奨励：生徒に目的意識を持たせ、学習意欲の向上を図るため、本校は職業資格取得を奨励している。平成２６年度は、全国工業高等学校長協会主催

のジュニアマイスター顕彰制度で、特別表彰者を５名輩出し、県内最多となるすばらしい実績を残した。                  

    

本校は明治３４年の創立以来、時代の変化に応じた幾多の変遷を経て、今年で１１４年目を迎える岩手県で唯一の普通科・専門学科併置校であり、「普通科」、

農業系の「生産技術科」、工業系の「産業技術科」の３学科から構成されている。本校では、生徒一人ひとりの社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や

態度の育成をめざし「キャリア教育」を推進しており、全校同一の取り組みや各学科独自の取り組みなどにより、岩手県のキャリア教育のねらいである「人生設計

力」と「総合生活力」の育成に努めている。 

本校の進路状況は、進学と就職の割合が約６対４である。就職では、ものづくりや農業の担い手など地方創生の希望を胸に、卒業生の約２５％が管内に就職して

いる。また、進学においては例年２０名前後の国公立大学進学者がおり、平成２６年度の進学でも、工業系の産業技術科から岩手県立大学に合格した２名を含む計

２０名が国公立大学に合格した。この実績は、学科の枠を超えた進学及び就職指導の定着によるものであり、専門学科で進学を希望する生徒には、普通科生徒と同

等の進学指導を受ける環境が整っており、同校の利点となっている。また、就職先については、これまでの実績に基づいた地元企業をはじめとする多様な進路先が

整備されており、専門学科教員による指導とも相まって、普通科就職希望生徒の選択肢は広い。同校では、それぞれの学科の教員がもつノウハウが長年にわたって

蓄積・共有されることで、生徒の進路選択肢の幅を広げることが可能となり、志望先に適した指導が容易に受けられる環境にある。このことが伝統的に進学にも就

職にも強い高校としての評価につながった。 

さて、本校が全ての学科の生徒に共通する取り組みとして平成１７年度から実施しているのが、ＮＩＥ（新聞記事を活用した教育実践）である。この取り組みで

は、①新聞に親しむ、②社会を知る、③自分を知る、④発信する、という４つのテーマを軸に、社会で必要となる「読む・聞く・書く・話す・発表する」といった

基礎力を身につけさせることがねらいである。また、この活動は、「知識・技能」に加えて、それらを活用するために必要な「思考力」・「判断力」・「表現力」や、「主

体的に学習する態度」といった要素から構成される「確かな学力」の向上にも役立っている。さらに、専門学科の「課題研究」や「資格取得」等においてもＮＩＥ

での経験は有効に機能しており、「キャリア教育」との接続がスムーズに行われている。  

本校の特徴は、「キャリア教育」の機能を持つＮＩＥの実践をベースに、日常の教育活動を「キャリア教育」の視点で捉え直し、社会的・職業的自立に必要な能力

を育成する「キャリア教育」をＰＤＣＡに基づき継続的に推進してきた点にある。そしてまた、３学科が１つの学校として融合し、地域とともに歩んできた同校は、

地域と触れ合い地域を活性化しながら、普通科生徒の職業理解を促進させるとともに、専門学科に通う生徒の進路選択肢を広げ、有為な人材の育成を実現させるな

ど、３学科併置の特徴を有効に活用しながら、キャリア教育を実践してきた。また、本校の各種取り組みや教育実践などについては、学校ＨＰ、校報（「理想の翼」）

等を有効に活用した情報発信を行い、広くご助言をいただくことで改善に努めている。 

   

           

    

    

    

    

    

    

目的（文部科学省ＨＰ）：この表彰は、キャリア教育の充実発

展に尽力し、顕著な功績が認められる教育委員会、学校及びＰ

ＴＡ団体等について、その功績をたたえ、文部科学大臣が表彰

することにより、キャリア教育の充実を促進すること。 

受賞校等（文部科学省ＨＰ）：受賞校の決定に当たっては、各

都道府県・指定都市教育委員会からの推薦を受け、文部科学省

が決定しました。第 9回となる今回の受賞校等は、小学校 17 校、

中学校 26 校、高等学校 35 校を含め、合計 97 件です。 

2015(H27)/12/17 

 

花壇（校章） 繭人形 

【推薦理由の概要】 
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☆ 祝 第６回いっしょに読もう!新聞コンクール ☆ 
奨励賞 ２年 三浦 快嶺さん H27/11/26

☆ 祝  岩手県ＮＩＥ協議会  県内審査結果 ☆ 
優秀賞 ２年 糸谷裕太朗くん H27/11/26 

 一般社団法人日本新聞協会が実施した、第６回「いっしょに読もう！新

聞コンクール」にて、全国の小・中・高校・高等専門学校生から寄せられた

３９．８８１編の中から、本校２年三浦快嶺さんの作品が『奨励賞』に入選

しました。おめでとうございます！！ 

 これは、本校がこれまで１０年間に渡って取り組んできたＮＩＥ（教育

に新聞を）に係る成果の一つです。今後とも本校では、①新聞に親しむ、②

社会を知る、③自分を知る、④発信する、という４つのテーマを軸に、取り

組みを継承・発展させていきたいと考えています。 

 また、岩手県ＮＩＥ協議会が実施した県内審査会では、２年糸谷裕太朗

くんの作品が『優秀賞』を受賞しました。おめでとうございます！！ 

 
  

 千高生 デザインでも 地域貢献!!  
「いちのせきのトマトピューレ」パッケージデザイン 

金賞・銀賞 ３年 鎌田 桜子さん

銅賞 ３年 立身 美穂さん
H27/12/11

 第 14 回高校生フォトコンテストで第３席 ！ 
・テーマ：「柿なだれ」→H27/12/10 岩手日報紙上で発表 

・入 選：３席 ←鮮やかな色合いが  Excellent! 
・氏 名：１年 阿部 滉太くん 

【平成 27 年度岩手県高等学校文化連盟写真専門部】 

《 》で写真部大活躍!! 
・特 賞：阿部 滉太くん 「悪ガキと善い柿」 
・入 賞：菅原 七海さん 「化け猫糸車」 
・佳 作：佐々木悠貴くん 「囲炉裏端」  H27/12/07 
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３Ｃ立身美穂さん 

３Ｃ鎌田桜子さん 

千高生 市議会議員と一関市について意見交換 
・日時：平成２７年１２月２１日（月）15:40～17:00 
・場所：千厩高校会議室 
・出席：一関市市議会議員５名 本校生徒１７名 

「悪ガキと善い柿」       「化け猫糸車」           「囲炉裏端」 

１ 日時：平成２７年１２月２１日（月）15:40～17:00（千厩高校会議室）  

２ 参加議員：及川 忠之議員（班長） 岡田もとみ議員 小山 雄幸議員 

       佐々木清志議員     佐々木賢治議員     計 ５名 

３ 参加生徒（敬称略）：３年生６名、２年生 8名、１年生４名   計 18 名 

  ３Ａ：佐藤じゅり ３Ｃ：藤野 奈月 ３Ｄ：熊谷 竜一、菅原 千佳 

     藤村 奈央 ３Ｅ：小山 真衣 ２Ａ：鎌田  樹、伊藤 桃子 

     金野 理奈、菅原 明梨、菅原 裕美、三浦 快嶺  

  ２Ｂ：及川 智也 ２Ｆ：菅原  輝 １Ａ：遠藤  航 千葉 早貴 

     千葉 真子 １Ｃ：鈴木  萌 

４ 様子：生徒諸君はやや緊張気味でしたが、人生の先輩である議員の方々と 

一関市の現状や未来について有意義な意見交換を行うことができました。 

平成 27 年 12 月 12 日岩手日報 

この記事・写真等は、岩手日報社の許諾を得て転載しています。 平成 27 年 12 月 10 日岩手日報 この記事・写真等は、岩手日報社の許諾を得て転載しています。 

惜しくも入賞を逃した作品          【銅賞】 

 東磐井地域を中心に一関市内で生産するトマトは、年間販売額が４億７千万

円余りで、販売額、出荷量とも県内トップを誇っていますが、規格外で廃棄処

分となっているトマトを使った商品が、元気な地域づくりに少しでも役立って

ほしいという願いを込め、生徒がパッケージデザインを考案しました。 

    

【銀賞】                                      【金賞】 

「いちのせきのトマトピューレ」パッケージデザイン（入選等） 

３Ｃ鎌田桜子さん 

３Ｃ鎌田桜子さん 

 


